
概  要  

社南小学校の江端川水門見学会 
 日時：令和元年６月４日（火） 
 場所：江端川水門（福井市新下江守町地先） 
参加者：社南小学校：１６名（内引率３名） 
      当職員：３名 
 

 内容 
  江端川の歴史・江端川水門の歴史・ 
      ゲート操作方法等についての説明 
  実際にゲートを開閉させての見学 

やしろみなみ 

平成２４年１１月８日（木）        地元の小学生向けに 
 

     江端川水門の見学会を行いました ～福井河川国道事務所～ 

R1.6.11 

 
 

 国土交通省 近畿地方整備局 
 福井河川国道事務所河川管理第一課 
 〒918-8015 福井市花堂南2-14-7 
 TEL 0776-35-2661 

小学生の質問 

問合わせ先  

・Q.扉はどのくらいのスピードで下がるんですか？ 
  A.１分間に約３０ｃｍのスピードで下がります。 
・Q.年に何回ぐらい閉めるの？ 
  A.年に１回ぐらいです。 
・Q.どのくらいの大きさですか？ 
  A.門扉が約１１メートルあり、 
  操作室や柱もあわせると約２２ｍになります。 
・Q.いつできたの？ 
  A.昭和５１年３月に完成しました。 
・Q.どうして（何故）つくられたの？ 
  A.川の逆流による支川の氾濫を防ぐためです。 
  水門、樋門等がないと逆流により多くの命や 
  財産が失われてしまいます。 

 地元の小学生たちが総合学習の一環として、当事務所が管理する江端川水門を
見学しました。子供たちは、江端川や水門の歴史について学び、ゲートの開閉動
作を興味深く見ていました。 

真剣に職員の説明を聞く小学生たち 小学生のコメント 

・大きなゲートが動いているところが見れて面白  
 かった。 
・水門の役割が分かって良かった。 

江端川水門 
えばた 

えばた 

九頭竜川 


